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短期交換留学生日本語コースの
過去４年間の取組みと今後の課題

�留学生受け入れによりつくりだされる学習環境の共有－

井 之 川 睦 美

The Implementation of the Japanese Courses Curriculum
and Its Educational Possibilities

－Shared Learning Environments Created
by Interaction with Exchange Students－
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１．はじめに

近年、多くの国公立大学、私立大学が海外の大学と協定を結んでいるが、この大学間協定に基づ

いて、さまざまな形態や目的の短期留学生交流が行なわれている。名古屋大学�野水 ����	、大阪

大学�北浜 ����
などの国立大学では、留学生センターが短期留学特別プログラムを新たに設置

し、短期留学生向け授業を提供しており、単科大学の小樽商科大学においては、短期留学にインター

ンシップを組み入れたプログラムを諸外国の協定校に提供している�高橋 ����	。こうした大学で

は、�日本を学ぶ�ことから�日本で学ぶ�という視点に立つ教育を導入した新たな留学生教育が

試みられており、英語による幅広い分野の専門授業が開講されている。これにより、日本留学のた

めに要していた留学生の日本語習得への負担が軽減され、日本語能力が通常の講義を受講するには

充分でない学生にも留学への道が開かれ、大学側も多様な専門分野からの短期留学生受け入れが可

能となってきている。

現在日本の大学で学んでいる留学生は、正規学部留学生、正規大学院留学生、研究生など、その

ステイタスにより分類され在籍期間もさまざまである。数年間大学に籍を置き学位を取得するため

に学んでいる留学生に対し、短期留学生は、｢外国人学生が、主として、大学間協定等に基づいて

母国の大学に在籍しつつ、必ずしも学位取得を目的とせず、わが国の大学等における学習、異文化

体験、語学の実地習得などを目的として、概ね一学年以内の一学期または複数学期、わが国の大学

等で教育を受けて単位を取得し、または研究指導を受けるものであり、その授業形態は日本語また

は外国語で行なわれるもの」と、短期留学推進に関する報告会�注�
で定義されている。在籍期

間としては、国立大学の留学生センターでは一年間の短期留学生受け入れが多いが、私立大学では

ヶ月から�年という、さまざまな期間の受け入れがなされている�渡辺 ����	。文部省�現、文

部科学省
では平成�年を「短期留学推進元年」と位置づけ、様々な施策を試みており�田浦 ����	､

また、平成�年に発足した「留学生政策懇談会」においては、留学希望者がアクセスしやすい留学

システムへの改善、日本語習得の負担軽減となるような教育プログラムの整備、多様なニーズに対
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応した様々な分野の特別プログラムの開発、等が検討課題として取りまとめられた�渡辺 ����	。

このように短期留学が注目されるようになった背景として、山本����
�は、海外でのジュニア�

イア�アブロード�プログラム、エラスムス計画、���計画�注��の活発化が、日本の短期

留学生プログラムを促進している、と述べている。本学においても、アメリカ、西テキサス州立

��大学、テネシー州立大学マーティン校、ドイツ、ラインラント�ファルツ州立経済大学、ア

イルランド国立ダブリン�シティ大学�以下、���という	、そして新たにオーストラリアのラ

トローブ大学のそれぞれと姉妹校協定が締結されており、これら協定に基づいて学生の短期交換留

学が実施されている。本学では、上記の���から毎年、�名���名の短期留学生を受け入れてい

る。

こうした近年の動向の中で、短期留学生受け入れプログラムに関する報告や検討が受け入れ大学

でなされているが、�花見�西谷 ���
、野水 ����、太田 ����	、その多くが複数大学からの留学

生を受け入れているプログラムで、既存の留学生センター内の日本語クラス、日本関連授業を受講

しながら他の授業を受講するという形態である。単一大学協定校からの留学生日本語プログラムの

事例としては、沖縄国際大学�大城 ���
�と東京農工大学�田崎 �����の夏期短期研修プログラ

ムが報告されている。本学の日本語コースは、これまで報告されている事例とはその期間や目的、

等の点で異なる形態をとる、単一協定校からの短期留学生プログラムの下に置かれている。本稿で

は、���
年以降に本学において開講された、���短期留学生プログラムにおける日本語コースと

そのカリキュラムの特徴や方向性を論じると共に、日本語コース開始時のアンケートやコース終了

時の留学生によるコース評価と日本語コース担当者である筆者の授業、学習者に対する観察をもと

に、その教育的効果や意義を考察し、今後の日本語コースの可能性、課題を検討することを目的と

するものである。

２．ＤＣＵ短期交換留学生プログラムの概要

����年、本学と���間で姉妹校協定が結ばれて以降、相互に学生の交換留学が行われている。

���はアイルランドの首都、ダブリンにあり、現在約�����名の学生が学んでいる。���から

毎年����名の学生が来日し、�月中旬から��月中旬までの�ヶ月間、本学に在籍する。学生の日

本滞在期間は�ヶ月で、本学に�ヶ月在籍後、�ヶ月のインターンシップを行なう。来日する学生

は基本的に�年間の日本語学習を終了しており、約�年弱の日本滞在期間が���の日本語科の�

年次にあたる。従って、翌年には帰国し、���の日本語科�年に進む。���では、二つのコー

スを専攻することができるシステムを有し、来日する学生は、その多くが国際マーケティングと日

本語、国際ビジネスと日本語といったように経済関連のコースと日本語の�コースを専攻している

が外国語を二つ専攻する学生も来日している。���も複数の日本の大学と提携しており、本学だ

けでなく、他大学にも学生を送っている。
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本学が開講する��	短期留学生対象プログラムには、��	留学生日本語コース、経済専門授

業、��	学生特別経済専門授業、体育、が含まれている。本学の国際交流委員会、学生課が中心

となり、高崎市国際交流協会、各種学生団体等の協力の下に、プログラムは運営されている。毎年､

当プログラム関係者、��	留学生のプログラム評価、等の意見が参考にされ、若干のプログラム

内容変更がなされる。

３．ＤＣＵ学生日本語コースカリキュラム開発にあたって

日本語コースカリキュラム開発に際して留意した点、同時に、日本語コースの特徴とも考えられ

る点を挙げる。

(１）単一大学からの留学生対象コースである。

当日本語コースは、複数の国や大学からの留学生を対象とせず、��	留学生特別授業として開

講されるものである。交換留学が開始された当初は、正規留学生対象の既存の日本語授業への出席

を試みたこともあるが、��	留学生のレディネスに合わず、別枠に設けられた当��	留学生対

象日本語コースのみに出席することになった。

単一大学からの受け入れの利点は、複数校からの受け入れに比べ、学習者のレディネス、ニーズ

にばらつきがなく、コース目標設定が明確に図れることである。プログラム運営や目標設定には、

大学間協定に基づいた短期留学交流であるため、江渕
����が指摘するように、両者間の管理運

営の情報交換、調整などの作業が不可欠となる。当プログラムでは、単位互換は行われないものの､

��	の正規授業カリキュラムの一部であることに配慮する必要がある。しかし、��	側が短期

留学における日本語教育、学習にどんな期待、要望を寄せているのか、その位置づけはどういった

ものなのかが明確ではない。日本滞在期間後半の�ヶ月はインターンシップが予定されていること

から、インターンシップの準備期間として捉えることもできる。また、日本滞在中に行なうべき課

題も与えられているので、インディペンデント�スタディ的な性格も持ちあわせている。��	側

も複数校に学生を送り出していることから、受け入れ校側の留学生プログラムに任せる方針ではな

いかと推測する。こうしたことに配慮しながら、本学で提供可能な独自のカリキュラム、さらに、

��	の日本語科の方向性に反しないコース内容を決定していくことが望ましいと思われる。

(２）日本国内の日本語コースである。

言語教育においては、教師中心の教育から学習者中心の教育への移行が進む中
宮崎 �ネウス

トプニー ����、 �������� ��� ����� ����、 ������ ���� �、｢学習｣、｢学習者｣、｢学習環境」の

研究
浜田 ����がなされているが、学習者中心の、さらに、学習者を取り囲む環境をも視野に

入れた言語教育を提供することが、学習者のニーズが多様化する現在、日本語教育に必要であると
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思われる。こうした観点から考察すると、���留学生の日本での学習環境はどんなものなのであ

ろうか。

言語行動

コミュニケーション行動

インターアクション 社会言語行動

社会文化行動

これはネウストプニー��		
�の説明するコミュニケーションと行動の概念である。言語行動を

起こし、他の人とのコミュニケーションを試みることは、それ自体が最終目標ではなく、あるイン

ターアクションのための道具にすぎない。つまり、｢コミュニケーションするためにコミュニケー

ションをするのではなく、コミュニケーション以外の社会文化的な目標のためにそうしているので

ある。�����」この点から、｢日本語教育は、言語教育、コミュニケーション教育、インターア

クション教育の三つ全ての面をふくまなければならない���	�｡」と説き、伝統的に行われてい

る文法教育だけでは不十分であり、さらに教室内で行なわれるロールプレイなどのコミュニカティ

ブアプローチも人工的な場面であるとし、バイリンガル教育的な日本語教育の重要性を指摘してい

る����－���。

日本国外で行われる日本語教育では、日本語は「外国語」として学ばれ、コミュニケーション教

育、インターアクション教育は、言語行動に焦点を当てた言語教育に比べ、教育の場や学習のチャ

ンスは一般的に少ない。対照的に、日本国内で生活しながら日本語を学習する留学生にとって日本

語は、｢外国語」から「第二言語」としての意味合いが強くなり、上記三つの行動は不可欠となる｡

その中でもインターアクション教育の重要性が増すと同時に、学習の場、学習のチャンスも増える｡

ネウストプニーは、さらに日本語習得の場面を四つに分類している������。

��伝統的な教室場面�教師と学習者のみ教室に存在し、教師が管理者として学習者を教えている

習得場面。

��非伝統的な教室場面�グループワーク、教師以外のアシスタントの活用、ビジター等、を交え

た習得場面。

��その他の校内の場面�学内での授業時間以外での学習者と教師、アシスタント、日本人との接

触での習得場面。

��校外の場面�教師介在の学外での活動、さらに教師不在の学外での個人的活動も含めた習得場

面。

���留学生には、これら四つの日本語習得場面を提供することが可能であるが、��������

は、アイルランド国内でも体験できる習得場面である。本学から日本人学生が交換留学生として学

んでいることから、来日以前から日本人の友人を持つ学生もおり、頻繁に日本人との接触を体験し

ている学生もいる。しかし、��で示されている習得場面は、アイルランド国内より目標言語の話
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される日本国内のほうがはるかに多いのは明らかである。母国語圏では限られるインターアクショ

ン教育をできる限りコース内に盛り込み、校外での日本語習得場面で起こりうるインターアクショ

ンの学習効果にも配慮したカリキュラムと学習環境を提供していくことが、本学での日本語コース

をより意義のある日本語教育にさせると考える。

(３）ホームステイが行われる。

短期留学推進に関する報告�注��では宿舎確保方策としてホームステイを一案として勧めてお

り、教育的にも意義があり、地域社会との交流を進める上でも大切であるとしている。ホームステ

イは、教室外での代表的なインターアクション教育の場であり、そこには日本語教師は介在しない

が、言語習得の可能性が潜んだ学習現場であることから、ホームステイをどのように日本語授業に

関連させていけるか、また、どのような影響を学生に与えるのかを考慮する必要がある。

(４） ＤＣＵ日本語科の正規授業に組み入れられた留学である。

日本語を専攻している	
�留学生にとって、日本語能力の向上が主たる留学の目的となるわけ

で、他の専門分野の勉強を目的として来日する留学生に比べ、日本語習得への熱意、日本社会に対

する関心は高いと思われる。日本語学習の動機づけを聞くコース初日のアンケートの設問、

����� ��� ��	� 
��������� ��� ��	���� ��������には、｢より多くの仕事への可能性を

広げる｣「日本語に興味がある｣「日本の文化に興味がある」と回答する学生が、それぞれ約��名い

た���名中��名回収、複数回答有�。しかし反対に、留学が	
�側日本語科カリキュラムの一部に

組み込まれ自動的に留学が決定されるというシステムにおいては、留学への積極的姿勢が弱い学生

もいるのではないかと推測する。勉強することを切望して来日する学生とは異なった留学形態であ

り、学習への期待、意欲も違ってくるのではないだろうか。さらに、	
�側が単位互換、日本で

の学習に対する評価を正式に要求していないことも、学習への動機づけに影響を与えると思われる｡

４．日本語コースカリキュラム

日本語コースの設置目的、学習目標、授業内容、評価は以下のように設定している。

(１）設置目的: 約一年間の日本滞在の基盤となる日本語能力の向上と、来日直後の日本での生活

にスムーズに適応することができるよう、文化、習慣への理解を深めさせること、を目的とする。

(２）学習目標: 日常生活の中で、日本人との意思疎通が支障なく行なえ、大学生としての社会生

活を営むことのできる日本語運用能力を習得することを目標とする。

(３）授業内容: 来日時の日本語能力を考慮に入れ、会話を中心とした、文法、読解、聴解、漢字

を組み入れた総合的な日本語学習を行なう。さらに、日本の社会事情の認識、理解、そして社会生

活への適応を助ける情報、討議も随時取り入れる。
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(４）評価: ��	側は成績評価を要求していなかったが、筆者、そして学生自身がその学習状況

を確認するため、また、学習への動機づけのためにも成績評価を行なうことにしている。シラバス

には、学生が何をどのように学習すればよいのか、はっきりとわかるよう評価基準を明記している｡

評価は、学生の日本語能力に対しての評価ではなく、本学の日本語コース内で課される各種の学習

活動が評価の対象となる。したがって、��	の日本語評価とは全く違った評価になることもあり

うる。さらに、これら評価は参考として��	に送られるが、これにより、本学における日本語教

育がどういったものであるかを��	側に示すことができる。

��������

��は、カリキュラムには、いわゆる文書化された公式カリキュラムである����	�
�

	����	���� 公式カリキュラムに基づき教師の知識、信念、姿勢により解釈され実践されたカリキュ

ラムの����
����
� 	����	���� 学校という場で生み出される目に見えない規範や価値観など隠れ

たカリキュラムである������ 	����	���� 意図的に教授されない項目を意味する���� 	����	��

��� 学生の自発的活動である課外活動の����
 	����	��� の�つの側面がありカリキュラム開

発において考慮されなければならない、と述べているが、��	留学生日本語コースカリキュラム

におけるこれらの点を考察してみる。

�

年に筆者が日本語コースを開発する段階で、既存の公式カリキュラムである����	�
�

	����	��� は存在せず、日本語授業担当者となる筆者自身がカリキュラム開発にあたることがで

きた。このように、カリキュラムの開発者と実践者が同一であり教室からのフィードバックが直接

入手できることは、｢実践�批評�開発モデル｣�佐藤 �

��という、教師の実践過程と学習者の

学習過程を基に開発をすすめていくカリキュラムづくりが可能であるという点において、実践者で

ある筆者にとり大きな意味を持つものである。

��	留学生にとって、大学生活に限らず、留学それ自体が隠れたカリキュラム�������

	����	����と捉えることができるのではないだろうか。佐藤��

��は、カリキュラム議論に

おけるリテラシーをめぐる問題において、｢公共的な知識」と広義に定義された「機能的文盲」に

注目し、｢脱文脈化された知識や技能で構成され、日常生活とは性質を異にする学習の様式の開発

に支えられて発展してきた学校文化｣�������の存在を指摘し、社会的文脈や共同体を背景にし

た言語や文字を活用する知的活動一般を意味するリテラシーの重要性を説いている。こうした観点

からも、本学での日本語コースカリキュラムを教室内に限定する学習として捉えることはその可能

性と有効性を狭めるものであると考える。また、インターンシップの準備期間としてのより実践的

で日常的に有益な日本語学習を進めていく上でも、インターアクション教育に重きをおいた日本語

教育が求められる。毎日の生活の中での習慣やマナー、社会的背景や規範など、��	留学生にと

り学習の対象となりうるものは日常生活の中に多く存在する。さらに、経済、ビジネスの専門科目

に関連した研究対象となりうる事象も日本での生活の中の至る所に潜在する。体験的学習から帰納

的に学んでいくことのできる学習環境の中で、学生の言語能力を踏まえながら専門課目の学習への

足がかりとなるような異文化理解教育が可能である。カリキュラム実践者として、常に隠れたカリ
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キュラム������� �������	�
�の存在、影響を意識しながら学習者の学習活動を観察し、教室活

動にも関連させ反映させていくことが、より効果的な学習を促進させると思われる。

当カリキュラムにおける��		 �������	�
は、漢字を積極的に扱わない方針を取ることであると

思われる。積極的に扱わない理由としては、コース期間が限られており、できる限り多くの時間を

会話を中心としたコミュニケーション練習に充てたいという理由からである。 課外活動の����

�������	�
 は、学生の自発性、自律性によって喚起されるものであることから、時には公式カリ

キュラムより大きな影響を与え、重要な学習の場となることが期待される 	������ �

��。当プ

ログラムにおいては、サークル活動、学園祭、等への参加があげられるが、あくまでも学生の自主

性を第一とするため、情報提供や環境への配慮のみ行なうこととしている。

５．日本語コース実施内容

過去四年間に実施された日本語コースの概要である。

(１）来日学生数：�

年��名�女子�名、男子�名�

�

�年���名�女子�名、男子�名�

�


年��名�女子�名、男子�名�

����年��名�女子�名、男子�名�

(２）日本語コース授業時間数：�

年�日本語コース、週�コマ�ひとコマ
�分� 計��コマ

正規留学生日本語授業、週�コマ

日本事情、週�コマ

�

�年�日本語コース、週�コマ 計�コマ

�


年�日本語コース、週�コマ 計��コマ

����年�日本語コース、週�コマ 計�コマ

(３）主な授業内容：過去�回の実施を通し、大枠での授業内容に変化はないが、毎年コース開始

時に行なう授業に対する要望の確認と前年度のコース評価に沿って、教材や授業の進め方などに多

少の変更を加えている。授業は、基本的に技能別形態を取らず、文法の復習を中心として会話、聴

解をおりまぜながら進めている。さらに、異文化理解と称する他のクラスとの合同授業、クラスビ

ジットを行なっており、コース開始後、時間の制約や他の授業とのスケジュールの調整を計り、実

現可能な授業をすすめている。主な授業内容は、オリエンテーション、プレイスメントテスト、会

話、文法、読解、���、異文化理解�日本人学生との交流授業�、プロジェクト、ファイナルテ

スト、である。

以下は、授業内アクティビティに関する内容である。

オリエンテーション����留学生にとっては、自国で慣れ親しんだ教授法や学習法、学習環境

と異なったスタイルに出会うことになるので、授業初日に行なうコースシラバスの説明とオリエン
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テーションは、コース内での学習効果を高める上で特に重要である。こうした意味からシラバスは

英語で書かれ、明記された評価基準、授業内容などの違いを一つ一つ確認させる。さらに、学生に

とって初めての母国語圏外での日本語コースであることから、担当教員としては初日から学生の反

応に注意しながら、コミュニケーションの機会を図るようにしている。

会話�文法�学習目標に掲げたように、日本語運用能力の向上をめざすため、授業ではロールプ

レイ、会話場面のシミュレーション練習を行ないながら、文法事項の確認、整理、補強を行なって

いる。学生のコース評価では、会話練習を行ないながらの文法復習は非常に有益である、とのコメ

ントが多い。文脈����������	
���
���に配慮しながら文法事項を整理していくことで、いつ、

どのように使うかが明らかになり、機械的な活用練習にも意義を見出せるのではないか、と推測す

る。コース初日のアンケートにおける設問の「どんな日本語技能に興味があるか｣、	��� �
��

�� ��
		� ��� ��� ���� 
��������� 
� ��� 	����
�� ���������
には、｢会話」と答えた学生

が��名おり、多くの学生がコミュニケーション能力の向上に一番関心を示している。アンケートの

結果を見ると、本国での日本人学生との接触機会の有無に関わらず、会話に対する関心度は高いが､

会話練習に対しては、接触機会の多い学生のほうが比較的抵抗が少ないようである。コミュニケー

ション能力は毎年異なり、学生間のレベル差も大きい。できる限りリラックスした雰囲気を作り、

学生の発話を促すようにしているが、授業で行なう会話練習に戸惑い、消極的な姿勢を示す学生も

いる。

�����の授業では、日本語文書入力、短文作成、作文、日本語インターネット検索方法

確認、日本語メール送受信方法確認、を行なうが、インターンシップが控えていることから、日本

語文書入力の練習には関心が高い。内容の一部が他の授業でカバーされた年もあり、毎年、��

の授業時間数が異なるが、����年度からは授業数を増やしている。コンピューターリテラシーには

問題ないので、日本語でのコンピューターの活用をスムーズに行なえる指導を通して、日本語学習

を行なっていくことができる。更に、インターンシップ関連の企業情報の検索、読解、要約と、学

生の関心が高いトピックでの総合的な日本語学習に発展させることができる。

プロジェクト�毎年プロジェクト学習をコース期間中、一、二回、課題として与えている。プロ

ジェクト学習では、内容中心の教授法、������������� 
�������
��の概念である知識の習得の過

程における意味のある目標言語の使用を目指しており、日本の文化、社会への理解と共に、課題の

目的を達成させるプロセスの中で言語の四技能を駆使し、さらに、自律した学習がなされることを

期待している。情報収集活動の中で必ず、日本人とのコミュニケーションをとることを指示してい

る。これにより、校外の学習の場でのインターアクションと教室活動を関連付けることができ、学

習環境の拡大が予想され、相互の学習効果も高められると考える。レポート作成後には日本語での

プレゼンテーションを行なう。学生によっては、日本語での発表は初めての学生もいて緊張する様

子も見られるが、各々の発表をもとにディスカッションへと発展し、活発な意見の交換が見られる｡

学生からの要望で、プレゼンテーションには他学生の参加を見合わせているが、今後、最初から他
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学生との共同作業のプロジェクトとして行なっていく可能性も考えていく方針である。

異文化理解�異文化理解のクラスでは、本学の他の講師を通して日本人学生のボランティアを募

集し授業に参加してもらい、クラス全体での意見の交換、小グループでの自由会話などを行なって

いる。｢ボランティア」と称しているのは、あくまでも、	
�留学生の日本語力向上が主な目的

であることを理解した上で授業に参加してほしいからである。また、����年度から、授業の一環と

して近隣の小学校一日訪問を行なっている。日本の教育現場を実際に見ることが目的ではあるが、

事前にアイルランドについての説明を準備するなど、日本語の総合的な学習としても重要な活動と

なっている。当日は、日本語と英語の両言語でのコミュニケーションを図りながら子供達と一緒に

遊ぶ時間もあり、学生達にとっては楽しい一日であり、かつ、有意義な一日のようである。訪問後

には、アイルランドの小学校との比較をするなど、教育についての知識と理解を深める時間を設け

ている。

さらに、他クラスとの合同の授業やクラスビジットも試みている。今までに試みた授業としては､

英語、国語学、歴史学アイルランド�があるが、これらの授業では単に日本語コミュニケーショ

ン能力の向上だけでなく、日本の文化、社会への理解を深めることも配慮され、さまざまなアクティ

ビティを試みている。

６．ＤＣＵ留学生と他学生が共有する学習環境の可能性と意義

	
�で行われる日本語授業と本学で行われる日本語授業が同形態である必要性はないことから､

本学においては、他の学生を交えた交流授業などの「非伝統的な教室場面｣ネウストプニー �����

の学習を多く取り入れ、インターアクションをより多く体験できる多様な学習機会、学習環境の提

供を積極的に試みてきた。こうした形態の授業の目的は、コミュニケーション力向上のために実践

的な会話練習の機会を与えること、さまざまな日本の社会の出来事や文化について同世代の目を通

して学ぶ機会を与えること、であるが、副次的には、教室外での交流を広げる機会を与えることも

目的にある。｢留学生から、日本人の友人がなかなか得られない、日本人との交流の場が少ない、

といった声がしばしばきかれる｡」との村岡、三牧�����の報告があるが、同様の傾向が	
�

留学生にも見られる。

他学生との交流授業がつくりだす学習環境の可能性と意義はどのようなものであろうか。授業に

出席した学生と	
�留学生へ実施したアンケートをもとに考察する。

｢異文化理解」－日本人学生との交流授業

まず、	
�留学生からのコメントのいくつかを挙げる。

������ ��� �	
� 	������	� �� ��� ����
��� ��� �	� �� 	���������� ����	�������年�

このコメントから、リラックスした雰囲気の中で楽しく学習することができたことがうかがえる。

学習効果を高めるため授業開始時の緊張をできるだけ和らげることが必要なので、簡単なゲーム感
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覚のアクティビティを用意している。

���� �������� �	
���	� ��� ��� �����
� ��� 	������	 �� �
� ���� 
�����	������ ���

������������		�年�

���� �	
���	� ��� �
�	� ��� �
	 	��� ��� ��	������ �������� ��� ��	���	��
�			年�

��留学生は自分達の日本語能力、特にコミュニケーション能力に不安を感じている。そのため､

日本人学生の好意的でじっくり聞いてくれる態度に感謝することが多い。

�� 	���� 	��	 	��� ����� ��� � ���� ����� �
	 �� 
�
�� ��	�� �������� �������	����� �

���� ���� � ���� ��	������
�		�年�

この学生は、日本人との接触場面で自分の日本語能力レベルを認識し落胆している。しかし、これ

は学習の一過程であり自分の能力を認識することで次の目標設定が可能となる。こうした学生には､

言語学習者に当然起こりうる過程であり、ステップアップの一過程であることを説き、臆病になら

ず前向きに学習を続けられるよう励ますことを心がけている。

������� 	�� ������� � 	��
��	 �	 ��
�� �� ������������ ��� ������
�	� �
	� �	 ���

����� � ����� 	�� ��� ��
 ��	 
� ��	����	�����
�		�年�

このように、授業前には日本人学生と話すことに対してそれほど期待を持っていなかったり、緊張

してしまうのではないか、などの不安を持つ学生もいるようだが、授業後には、緊張せず楽しかっ

た、日本人の学生と話しやすかった、と嬉しそうに述べる学生もいる。

�� ����� 	������ 	� �������� ������ �
� ��� ��� ��� ���� �
	 ���	 	� �� ���

��������� 	����� 	� ���� ���������
�			年�

����� ���� ��� �� ���	��� �������� ������ ��� ����
����	��� �� ����������
����年�

��	 ��� ��	����	��� 	� ��	 	���� ����	 �� ��� �� �
�	
��� 	����� �	���
����年�

��留学生からは、通常の授業よりリラックスして会話を楽しむことができたという感想が多く､

こうした授業の利点として、｢積極的にコミュニケーションに参加できる機会｣、｢いろいろな学生

と話すことができる｣、｢同世代の意見を知ることができる｣、｢友達を作るのに良い機会」というコ

メントが寄せられる。

日本人学生からは、普段��留学生同士が日本語で話している姿をあまり見かけないため、次

のような感想が多い。

｢留学生の方が日本語をこんなに話せると思いませんでした。言葉を一生懸命伝えようとしてい

るのがわかったのがうれしかったです。わたしも英語が話せるようになりたくて、どうにか言葉

を出そうとした苦労がわかるので、とてもよい経験ができました｡｣
�		�年�

｢日本語がうまかったので話が結構通じて楽しかった｡｣
�		�年�

コミュニケーションのむずかしさや楽しさを感じた学生からは、

｢国際交流はとてもむつかしいと感じています。あたり前の話ですが、日本の友達�本当の�を

つくるのもむつかしいのですから。真の国際人はどんな人間だと思いますか｡｣
�		�年�
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｢自分は日本のことをあまり知らないと思った。聞かれてもあまりうまく答えられなかった｡｣

��		�年


｢とても楽しかったです。また自分も勉強にもなりました。お互いもう少し話せるくらい語学力

があったらと思いました｡｣��		�年


と、疑問や認識を新たにする感想も聞かれる。さらに、

｢このような機会がもっとあるといいと思います｡｣��		�年


｢始まる前は緊張していましたが、とても楽しく参加できました｡｣��			年


｢親しくなれてよかったです。以前から仲良くなりたいと思っていてもなかなか自分から話しか

けていく機会がなかったので｡｣��			年


と、��留学生に対して関心があるが、緊張してしまう、きっかけがないと話せない、と訴える

学生の意見もある。

上記はアンケートの一部であるが、全般に双方のアンケート結果から異文化理解授業に対する強

い関心がうかがわれ、ほとんどの学生から肯定的な意見が聞かれる。これらのアンケート結果と授

業での学生達の様子から、他学生との交流授業の利点として以下のことが考えられる。

�
より実際的なインターアクションの場面である

�
関心の高い接触場面であり、話そうとする動機づけが簡単になされる


同世代の大学生と意見の交換ができる

�
緊張せずにリラックスした雰囲気の中で運用練習が自然に近い形で行なえる

�
他の習得場面である「校外の場面」への発展のチャンスが与えられる�友人が得られる


�
接触場面において自分の日本語能力を認識することにより、次の日本語学習への動機づけになる

さらに、��留学生の日本語教育としてだけでなく、

�
留学生と本学の学生の双方への異文化理解の授業になる

という利点も挙げられる。日本人学生のコメントからもうかがわれるように、逆方向の異文化理解

への働きかけがあることは明らかである。同世代の外国人が日本語を学び、努力して話そうとして

いる姿勢に新鮮な驚きを感じ、刺激を受ける学生が多い。��学生と本学の学生の相互啓発を促

進する上で、こうした交流授業を提供していく意義は大きいと感じられる。

他クラスとの合同授業�クラスビジット

日本語教育という枠にとらわれず、本学の他学生と留学生の両者への異文化交流の場を提供し一

緒に課題をこなす、という形態をとった他クラスとの合同授業やクラスビジットを試みている。他

大学でも多文化クラスの授業形態は、留学生のみ対象とするのではなく日本人学生と留学生の双方

を対象とした異文化理解教育として試みられている�脇田 �����。小樽商科大学では、英語で提供

される正規科目を日本人学生と一緒に留学生も受けられるようにしている�高橋 �����。福井大学

では、講義型の授業ではなく、日本語のみで行われるディスカッション、プロジェクトワークなど

の共同作業を通しての多文化理解教育を試みている�脇田 �����。日本語コース内で今までに行なっ
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た授業の一例としては、商業英語のクラスで企業情報の交換とコマーシャル作成を小グループで行

なった授業があげられる。コミュニケーションはほとんど英語であったが、共同で課題をこなすと

いう過程で異文化間コミュニケーションがどのように図られ、成立していくのかという体験ができ

たのではないかと思う。このように、留学生の日本語能力が十分とは言い難い場合でも、プロジェ

クトワークなどの共同作業型課題、���������	� 
�������を導入することにより、相互に関心が持

てるような授業が可能になるのではないだろうか。

しかしながら、意見の交換をクラス内で行なった場合、｢日本人学生からの積極的な意見があま

り聞かれない｣、｢指名されないと発言しない」といった問題が指摘されるが�花見�西谷 ����、

徳井 ����	、筆者も同様の感想を持つことがある。日本国外の教育機関、特に高等教育機関では、

学生自身の意見をまとめ発表する課題が多く、日本のように知識を伝達することが目的の講義形式

の授業に慣れている日本人学生にとって、他の学生の前で発言することはかなりの負担となるよう

だ。一方、
��留学生にとっても日本語で発言する場合、自らの日本語能力不足を感じるためか

緊張する様子もうかがえる。このように双方にみられる緊張を緩和し、発言のしやすいリラックス

した雰囲気を作り出すためには、クラス全体の討議ではなく小グループの意見交換や課題にしたり､

徳井������の提唱するディベートとディスカッションを一体化させたディベカッション形式を採

用するなど、より活発な意見交換が行なえるような授業形式や内容の工夫が必要である。

日本語コース以外の学習環境

日本語コース以外での
��留学生、他学生の接触が他授業や関係者の努力で図られており、教

室外、校外の場面での日本語習得の機会が数多く提供されている。その中には、イマーション教育

的要素を取り入れた体育の授業や経済専門授業などがあり、これらのクラスにおいても日本語習得

が行われ、交友関係を拡大させることができている。特に体育の授業は、言語能力の差をあまり気

にすることなく留学生と他学生の交流が自然に図れるという点において、インターアクション教育

の一つの理想的なケースである。

７．おわりに ―日本語コースの意義と今後の課題―

留学生の受け入れにより、既存の学習環境は変化する。その変化を意識的に受け止め、大学のシ

ステム内に積極的に組み入れていく試みが始まっている。国立大学等の大規模校では、短期留学生

のニーズに対応した英語による特別プログラムを設置し、さらに、これらは日本人学生にも受講で

きる機会が与えられ�北浜 ���	、留学生と他学生の共有する学習環境がつくりだされている。ま

た、多文化クラスによる異文化教育の授業が日本人学生と留学生共通の授業として提供されている

大学もある�脇田 ���	。横田������は、｢留学生が日本にもたらすメリットとは何か｡」という

問いかけをし、留学生の受け入れにより、日本人学生だけでなく地域社会とのつながりにも多様な

働きかけが期待できる、と述べている。このように留学生受け入れ大学の多くが、これまであまり
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関心が向けられていなかった受け手となる大学側にもたらされる変化、影響を能動的に受け入れ、

その教育的効果を認識し検討する方向に進みつつある。

同様に、本学においても��	短期留学生受け入れによってつくりだされる学習環境は、他学生

も共有できるものであり、新たにつくりだされた学習環境を積極的に活用しさまざまな学習の可能

性を開発していくことは、短期留学生プログラムの教育効果を高めるだけでなく、受け入れ校の教

育にも反映されると考える。異文化理解の授業での他学生との交流、他クラスとの合同授業、クラ

スビジットは、��	留学生の日本語運用能力の向上を目的としてつくりだされた授業であったが､

アンケートからも、相互の異文化理解の場になっていることがうかがえる。当然、こうした授業に

は異文化間コミュニケーションの問題が発生する可能性があるが、問題を解決する過程も学習の一

部としてとらえることが、教育の国際化の意義であろう。さらに、近隣の小学校訪問によっても、

地域社会へ相互の異文化理解の学習環境を提供することができる。こうした日本語コース内で実現

可能な交流を活発化させ、相互啓発を促進させていくことにより、��	短期交換留学生プログラ

ムをさらに充実させていくことができるのではないかと考える。

カリキュラム開発にあたっては、独自の日本語教育方針や計画に基づいた開発を行なうことは不

可能であるが、��	の日本語教育を考慮に入れながら、少しずつ��	短期留学生プログラム日

本語コースの方向性が定められてきている。今後、さらに日本語コースを充実させていくためには､

いくつかの課題が残されている。


�来日学生のレディネスの確認など、コース開始前に��	との連絡を十分とる。

��教室外学習場面であるホームステイの利点をどのように日本語コース内の学習に活かしていく

か、あるいは、活かしていけるかを検討する。

�一定数の日本人学生チューター、ボランティアを必要とするが、どのような方法で確保するの

が効果的かを検討する。

��小学校訪問以外に、日本語授業の一環として実施可能な校外学習を検討する。

��プロジェクト学習を異文化理解授業に組み入れ、��	留学生と本学の学生との共同作業型課

題、���������	� 
�������の過程における総合的な言語学習としての可能性を検討する。

しかし、これらを推し進めるには時間的制約もあり、大学事務局側や関係者との話し合いを行ない

ながら進めていかなければならないもので、慎重、且つ、無理のない可能な範囲での実現をめざさ

なければならないであろう。

�いのかわ むつみ�本学経済学部非常勤講師�

【注 】
�� 「短期留学の推進についてー短期留学推進に関する調査研究協力者会報告 平成�年�月��日｣������『留

学交流』 ����� ���� !��� を参照のこと。
"� ジュニア�イヤー�アブロード�プログラム#$%&'�( )*+( ,-(�+.、アメリカの大学における短期留学制度

で、主に大学学部�年次を対象に短期間外国に留学させる。
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エラスムス計画���� ������	
 �����
�� ����
 ������ ��� ��� ������ �� �
������ �����
�� �

�������� 	
諸国における各種の人材養成計画、人物交流協力計画の一環として行われる学生交流をも

含めた大学間交流の促進計画で、���年に創設された。


���計画��
������ ������ 
 ��	 	
� ��� �	��� ����年、アジア�太平洋地域の大学間の学生�

教育者�研究者の交流を促進することを目的に組織された。

これらについては、井上雍雄 『教育交流論序説』 玉川大学出版部、二宮晧 「��世紀のアジア�太平洋と高

等教育の役割」 群馬県留学生交流推進協議会主催地域シンポジウム を参照。
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